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図１　ＰＣ９８系とＰＣ－ＡＴ系マシン

図２　ＣＰＵ　Ｃ／Ｐプロット

９８アーキテクチャの危機と展望
*Ｄｒ．キッチュ

日本を代表するパソコン、いわゆる"９８"を
取り巻く状況が危なくなってきている。 事務
屋のパソコンという戦略で、オフィス市場を席
捲したかにみえた９８だが、オフィス業務内容
と、９８の間にズレが発生しているようだ。
この問題点を、つきなみＣＯＭＩＣＳにおける
事例から考察する。

歴史的事実
"９８"の最初の機種は、'83年にＮＥＣから発
表された「初代９８」から、最新機種のＦＡま
で連綿と続く、１０年程度の歴史があるもので
ある。 日本語が得意なパソコン、グラフィッ
クが高速なパソコンという特性は、その２年前
に発表されたＩＢＭ社の「ＩＢＭ－ＰＣ」をは
るかに越えるものであった。
しかし、ＩＢＭは'84に、リファレンスマシン
「ＰＣ－ＡＴ」を発表した。ＣＰＵにi80286を
搭載したそのマシンは、今日から見た性能はチ
ャチな物であったが、幾つかの重大なエポック
を実現した。このエポックが、今日の９８の危
機をあおっているのである。
このＡＴで採った戦略は、「オープン・アー
キテクチャ」と、「ＡＴバス」の２本である。
オープンアーキテクチャにより、ＩＢＭコン
パチ機を他の会社が製造できるようになり、台
湾等の人件費のやすい国で、ものすごい価格競
争が始まった。
ＡＴバスは、決して優れたものでなく、それ
までの８ビットバスに、もう８ビットを付け加
えた１６ビットバスである。従来のカードを流
用する所にメリットがあった。しかし、本当の
メリットは、ＡＴマシンのビデオ構成にあった。
ＡＴマシンでは、グラフィックハードウェア
は、このバスに乗せられたカードが提供する。
このため、ハードの発達に柔軟に対応でき、
続々開発されたカードは、当初世界一であった
９８のビデオ構成を陵駕して行ってしまったの
だ。

ＰＣ９８系危機の現状
「さらば、愛しのＰＣ９８」等という本も巷
にみかけるようになり、従来絶対的優位にあっ
たはずの９８が危機を迎えている。この危機は、
新しいＯＳにより演出された。 すなわち、
”ＤＯＳ／Ｖ”と”Ｗｉｎｄｏｗｓ”である。
これら新しいＯＳは、ＩＢＭ－ＰＣの世界に、
新しい言語環境とＧＵＩ(Graphical User Interfac
e)を提供した。どんなＩＭＢコンパチ機でも、
日本語が利用出来るようになったのである。
おまけに、ＧＵＩが求めるグラフィック環境
は、既に９８の能力を越えたところにある。
９８系のグラフィック能力は640 * 400 dot、

4096色中16色であるが、Windowsが発表された
ときのIBMマシンの能力は 640*480 dot, 色数は1
6～256色が平均的であり、さらにカードとドラ
イバにより、800*600dot,1024*768dot,1280*102
4、
色数は16, 256, 32K, 1667K等、ユーザーのお好
み次第なのである。（９８のハイレゾは、互換
性の点からはずしている）
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図３　つきなみＣＯＭＩＣＳ・ＣＰＵトレンド

能力的に不利になりつつある９８で、更にダ
メージが広がったのは、その実売価格である。
図２に、９８系のマシンと、ＡＴマシンのコ
スト性能プロットを示す。 ９８は、実売価格
に近い値でプロットした。（ＡＴマシンは定価）
コストパフォーマンスをあるレベルで分ける
と、大半のＡＴマシンが、良好なコストパフォ
ーマンス領域に突入している。しかるに、９８
系のものは、わずかにＥＰＳＯＮ社のＧＲ・Ｇ
Ｆ系統が、価格でＡＴ系と同レベルを実現して
いるに過ぎない。

ユーザーの目から見たマシン
大半のユーザーはドライである。新しいマシ
ンで、その性能が優れていて、コストが折り合
えば、ためらい無く旧機種を捨てる。コンピュ
ータは、ハードのみでなくソフトも重要なので
あるが、その辺どうであろうか。
図３に、つきなみＣＯＭＩＣＳにおける、計
算機の歴史をプロットした。
これを見て驚くのは、様々な機種、しかも、
最初はプログラム電卓から始まって、ワープロ、
パソコンとグレードアップするそのＣＰＵ能力
が、Ｌｏｇスケールで大変リニアであるという

点である。
また、これらのマシンは、'88のパソピアから
がＭＳ－ＤＯＳマシンであるだけで、それ以前
のものについてはソフト上のコンパチ性はない
のである。 パソピアにしても、９８とフルコ
ンパチでないので、これによると、現在の環境
は'89年からの３年間の実績しかない。
電卓の使用年月が約２～４年、ワープロの使
用期間が約２～３年であるところから、ハード

ウェアに依存したソフトの寿命は、実績上３年
と見ることが出来る。これは、どのようなソフ
トも、３年経つと陳腐化する、別のソフトで同
じ様な事を実現出来る事を表す。 ユーザーに
とって、重要なのはデータであるが、これとて
他のシステムに変換できれば、ユーザーが旧来
のシステムに固執する必然性はないのである。

９８系・今後の展望
このほか、企業内ではＬＡＮによるネットワ
ーク化が推進されているが、このシステムの開
発はほとんど米国のソフト会社で、しかもＡＴ
マシンが前提である。企業からも見放されつつ
ある９８系は、今後どうすれば良いのであろう
か？
これには、まず９８のアーキテクチャを公開
し、どのようなメーカーもこれを作れることを
許可する事以外に無い。
次に、ＡＴ系のマシンとの住み別けを行う。
どのみち、ビジネスユースでは、世界はＡＴ系
で回っていくので、９８はもっとローエンドな
部門や、標準ワープロマシン・通信端末になっ
ていくことがあげられる。 電話やＴＶの組み
込みマシンの核にしてもよい。
しかし、現実的な方向は、ＡＴマシンの中で
の「バーチャル９８」として、資産を継承して
いくことではないだろうか。'92では無理かもし
れないが、マシン性能が上がれば、９８はＡＴ
マシンの「９８アイコン」として、存在を許さ
れるのかも知れない。

まとめ
ＡＴマシンの対比により、今後の９８の展望
を考察した。図３でわかるように、つきなみの
要求水準は、'92ではＮＥＣ（９８）と交差して
いるが、３年後にはＡＴマシンと交差する。
ＡＴマシンも、そうそうは浮かれていられな
い。あと３年の執行猶予中に、より優れたマシ
ンの登場を望むものである。


